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２月１１日 百里平和初午祭りに行こう！ 
  
来年３月開港を予定している茨城空港周辺はどんな変貌をしているのでしょうか。 

 この空港に就航する航空会社は決まったのでしょうか。福島空港は赤字に苦しんでいると言います。 
開港早々から“赤字間違いなし”といわれている空港に県民の税金をつぎ込むことには、多くの県民が

反対しています。海外の割安航空会社からの乗り入れを誘致しようとしていると伝えられていますが、

それが実現したとしてもどれほどの利用が期待できるのでしょうか。よく落ちるおんぼろ航空機の乗り

入れはごめんです。 
 自衛隊機と米空軍機の共用は地元でも強い反対がありますが、就航本数が少なければ自衛隊機や米空

軍が喜ぶだけです。民間機共用には自衛隊でも地元でも反対があったにもかかわらず計画が実現した裏

には、自衛隊にとって“もう１本の滑走路が欲しい”という事情がありました。 
 平和初午祭りを機会に楽しく交流しながら現地の人たちの意見を聞いたり、税金の無駄遣いの現状を

しっかりと確かめてきましょう。 
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と き ２月１１日（水 祝日）１１時～ 
ところ 百里平和公園 
      うたごえ・自由スピーチ・うったえなどがあります 

各種団体の出店があります 
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  朝日歌壇から平和を拾う             新理事 石井 明 

 石川啄木が最初の選者であった朝日歌壇は、毎週月曜日（２年前までは日曜日）朝日新聞朝刊に掲載

される。これを読むのが私の楽しみのひとつだ。本紙は平和の会の機関紙なので、これまでに入選した

平和に関する歌を拾ってみた。多くの方が世界の戦争に心を痛めて早くこの地球が平和に満たされて欲

しいと願って詠み、人生経験多き選者がこれを採っていることが分かる。 

 被爆者のかたえ(*)に訳す証言を五度くりかえし五度こころ慄
ふる

う（佐々木幸綱選） 

       ＊かたえ：かたわら。そば。 
 ジュネーブの原爆展で鶴折れば吾

あ

(*)をよびとめる難民の子は（近藤芳美選） 
＊ 吾：われ 

「平和の絵」をかく授業中つぶやく子コソボに征
ゆ

きし父帰らぬに（近藤選） 
 被爆者の店で求めし雨傘をなくしてパリの街を濡れゆく（近藤選） 
 ネオ・ナチの足音高まる欧州を憂い八十路のロジェ(*)証言す（近藤選） 
   ＊ネオ・ナチ：統一後のドイツその他の欧州で現れている国家社会主義（新ナチズム）。 

極右系の青年たちの主義・行動を指すことが多い。 
＊ロジェ：現代ベルギー美術の第一人者ロジェ・ソンヴィル 

 花
はな

蘇芳
ず お う

あかむらさきに咲く春よコソボの民は廃墟に帰る（馬場あき子、佐々木共選） 

＊花蘇芳：中国原産のマメ科の植物。 
 「原爆の子」を語らへば聞く子らの視線はひしと我が身に迫る（近藤選） 

 約束の時を違
たが

えず現れし人レジスタンス(*)の習性という（島田修二選） 

＊ レジスタンス：第二次世界大戦中のフランスにおける対独抵抗運動 
 黒焦げのミシンに小雨が降りしきるナチの残虐オラドゥール村(*)（近藤選） 

＊ オラドゥール村：フランス・リモージュ郊外の小村、1944 年 6 月 10 日ダッハウ強制収容

所にて村人全員 642 人が虐殺された 

 「原爆の子の像」の前に彼の人の来
こ

ぬ夏の日よ永遠に来ぬという（近藤選） 

 風立ちて積み木はくずれ積みなおす平和とはなに平和とは（佐々木選） 
 チェ・ゲバラ(*)の写真のあふるる街角に笑いさざめく(*)若葉の子らは（島田・近藤共選） 

＊ チェ・ゲバラ：1928-64 年。アルゼンチン生まれのマルクス主義革命家でキューバのゲリ

ラ指導者。チェは「ねぇ君」という意味のアルゼンチンスペイン語で愛称。本名は Ernesto 
Rafael Guevara de la Serna 

＊ さざめく：声を立てていい騒ぐ。がやがやという。 

 「自由」とう駅に降り立つ春半ば昏
くら

き時代の声たちのぼる（島田選） 

詠わずにはいられない人たちの気持ちがいつ果てるのか。        
 
 

 

活動ごよみ 
１・２０ 平和の会理事会（コープ土浦） 
１・３０ 革新懇世話人会（神立コミセン） 
１・３１ 県平和委理事会（水戸市青少年会館） 

２・１１ 百里初午祭り 
２・１５ 革新懇シンポジュウム（亀城プラザ） 
２・２４ 平和の会理事会 
 


